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置8鮒 一一．136 日 産女帚譯憲12卷 12．号・

頸 癌 に 合 併 し た 性 器 結 核 の 3 例

東 北 大 学 医 学 部 産科 嫌 人 科 学教完 （主 任 　九 嶋勝 rJ 教 授 ）

丹 野 　　修 　　山 口　龍二 　　金井 　忠 男

　　　　　　　　　緒 　　　鴛

　捲iと結核が 同一・
佃休 レこ合併す る こ とは 比 ・鮫的稀

な事 と さ れ ，同
一

臓器に併発す る事は更 に稀 とい

われ て い る，両疾患の 因果関係に つ い て は 1846年

Rokit雑 aky エ） が拮抗説 を唱 え て 以来大 い に 議論

の 的 となつ た が，未 だ に 定説は な い 。一
方わ が国

に 於け る子 宮癌 と性器結核 の含併報告例は 文献上

14例 の 報告 を み る の み で あ る．

　戎 々 は 昭和 31〆1
卜9 丿」よ りLl召和 35年 5 月迢 の 子 宮

癌手術患者 2招 例中 3 例 ク）合併例 を経験 した の で

妓 に 報告す る．

　　　　　　　　　症　　　例

　症例 1　 0UlO 子　跖 才 　0妊O産

　入院 ：昭和 35年 1月 6 日

　主訴 ：不 蕉性器出血

　家族歴 ： 特副すべ きこ とな し

　既往壓 ： 月経 ［6！1匱，14才陦右滲出性肋膜炎に罹患 ， 22

才で結婚 し た が 約 1 年半で 離婚，妊娠 の 既 往 歴 は な い e

性病 は 否竃，24才時急性虫垂 炎，32才黄疸 に 罹患 した が

診断名は不明．

　現病鱶 ： 約 ユ年前よ り正 常月経の 2 −・’3 日 前 に 微量の

愁罍 出i血を み る様に な り，次第に増強 し，某医 に よ り子

宮癌の 診断を受け昭 和蜀 年 1 月 6 日 当科 に 送院 さ れた．

　全身所見 ：体格中等度，貧1亀な し，扁桃腺腫脹及 び 全

身の リン パ 節：II重脹は認め られない ．心肺 は 理学的 に 異常

1：1 く，腹部 に ：ま嗹瘤 ， 羝抗 を触れず ， 胸都 X 線撮影で は

右 に 肋膜炎の 痕 が み られ た 。

　局所所見 ： 子宮腟部は不整 で癌性変化が認め られ 脆 く

出洫、し易 い ．子宮俸は後傾後屈で 稍 t 小 s 硬度正 常，兩

側附屬器 正 常，兩 側旁結 合 繊並 び に 前 腟 円 蓋 に軽 度 の 浸

潤 が 認 め られ た．

　臨 床診断 ： 子宮腟部癌嬉 2度

　謙檢査成績 ：赤踊緑 432万 ， 血 色素 Sahli　 94％ s 白

血 球9800 ， 血 小板 1叨 ， 血 液 型 B 型 ，．血沈 婆〔’10，血 圧

110−・6伽 1H9， 膀胱鐘檢 査 及び直腸旗査で異常が ない 、、

尿も正 常。

　開腹所見 ：1痢側附屬器 が 後腹膜 と軽度 に 癒著 し て い た

他 ， 子宮 ， 卵管 s 胥盤腹膜に結核 を思わ せ しめ る所見が

な か つ た。

　術後診断 ： 子 宮頸癌第 2度

　組織所見 ：子宮癌 ， 腟部 は 扁 乎一1二皮癌，右外腸骨リン

パ 節 に は癌の 轉移 と結核結節 s 右 内腸骨 リン パ 節 に は癌

轉移 ， 左 内腸骨 リ ン パ 飾 に は結核結節 が 認め られた・．子

宮内膜 に も少数の 結核結節 が 敵在 して お り，反 卵管 に は

爾側共結核結節 が証驅 され た。

　症例 2　 0 利○ よ 0 　45才　 4妊 2 産

　入 院 ：iT召和33年1．1月ユ搬

　主訴 ： 不正性器 出血

　 家族歴 ：特記す べ き こ と庶 し

　臨往歴 ： 月経 配順 ，
26才で結婚，27才及び29才の 時 正

常分娩 ， 以後妊娠 3 カ 月で 2 囘 自然流産 した。終 妊 は 3丁

才 ，晃 2 人は健在，4e才 の 蒔子宮後屈の 手術を受け た．

昭 和 33年 2 月 よ り肺結核で s 璽 ，PAS ，　 INAH の 3

者 併 用 療 法 を 受 け て い る。

　現病歴 ：33年 呂月 頃 よ り褐色帯下の 増加 を み ， 8月 よ

り明ら か に不正性器出血 とな り， 量 も増加 して 来 た。11

月 1 口 内科 よ り当科 に 紹介 さ れ 子宮膣 部癌第 1度 と診断

さ れ た。

　全身所見 ：体格栄養中等度，費血 な く，扁桃腺腫脹及

び全身の リン パ 節腫脹は認 め られなか つ た。心臓は打嬉

診 上異常な く胸部X 線写莫で は左肺上 野 に
一

帯 に斑状 を

呈 す る陰影が み られ た。腹部 に は 腫瘤 ， 抵抗 を 触知せ

ず，呼吸，脈膊，体湍正 常。

　局所所見 ：子宮腟部 は 鷄卵大 に 肥大，不 正 で 子宮は 後

傾後屈 ， ほ 窪正 常大 ， 兩側附氈器及 び 旁結合織 は異 常 な

か っ た。

　臨床診断 ：子宮腟部癌第 工度

　 諸橄査成績 ：赤血球 380万， 諏色素 Sabli　 65％ ， 白

血 球 10800， 血 小 板／8万 ， 血1夜型 A 型 ， 血 圧 130〜80
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昭 月U3」年 11月 ｝ 口 F］　L「i　， 1899 − 137

写 真 1　 五i 例 1） の 剔 出 右外Ff，　’k リ ノ
ハニξ」 に かトリ

　 　 　 　 る 描 レ移 ／冢

写 真 2　一廴と 同
一

リ ノ ハ節 に 発見 され ん 結核結節

　　　　　 二真 3 　 11 タ亅1） 子
厂L トへ 耳ノミ悔 rト彡ヒ

騫難
mpli9， 膀胱釘強倉 及び直 暢読檢査共異脇

置
鼠 ，尿 9

・異常

志 か つ た。

　開腹所見 ．置汎甦了呂 金 剔術 書 施 行 し た ，お 子 冨，剛

屬器，糧盤腹駁 に結核を 思 わ しめ ζ 所見 ほ 〆口 ・つ 冷

　術後診断　子戸、脾部庇第 1 蕊

　紐織檢査所見 組繊争的に ピ 角化竹編平 上 皮宥 で ，羚

左 の 内タト腸骨リ ンパ 節に瞬 占核｛K【kZか 発見 こ ・ ・ t・．　KJ［・

写 7下　4 　　逝f く列　2）　o ∬レ禿ゴ　　リ「亅乍＃月」 ｝よFゴ ノ丶致占卜亥fと9J

　　　　 の iL 一め 殆 ん ど 剛鎖 さ オし ⊂し る。

麟1
ゲ 典 O 　 苗

一
例 3） の S．v1，ltVN’g 炎 f彡

器 で ヨ左卯管 に闇 刻ヰ病変が証明 ざ れ そが ， 右卯管 コ異

宿意 く，子 菖 に も縞 亥性病変 け 認め られ な ひ つ た。

　術後28 日 目よ り微熱あ り陶 部 結核病集 の も 化ひ 認め ら

れ た の こX 線探部昭射 と 「戸断 して 内科で肺乱 椽 の 沿療 を

行 つ た

　症例 3　 0 本○ よO 　b2才　 6妊 6肛

　入翫　昭和3駒 5 月 9 日

　主 訴 ．不 正 肚器 II⊥、血

　 家族歴
・
特記す ぺ さ こ E　 ia

“
し

　 凱往歴 ．月経 正順 28日型 ， 22才で結婚 ， 22才 よ リ雷 才

迄の 間に 6 囘妊娠 し 6 囘正 常分 娩 ｛
・経臆，錦 2囘目の 妊

蜘 ま双 胎 （あ つ 左　「羽経 1ま50才 ，

・ド』鳳 ナ否鳳

　 現肩歴　36年 4 月巾旬 よ り不正’
ド｛器出血 か 著 明 と な

り， 自覧的に は 軽 曳 の 下腹部不ヒ却、k ，頭疳，腹痾亅が 1．＋）　O

当 肩外来赴受診 ， 子宮瓣 1第2 度と診断 さん 5 月 9 口入

院 した。

　 全身所見 に は 全 く異活を認 め な コ
丶つ た

　 局所所見　子 宮口 唇縁 は 不婆 で郵 蒼阻 鷄卯大 に 把 人，

直腸診 ヒ よ り左 労 ｝・袷 織 こ軽度 り 浸潤 が 認 め う孔 た・
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コ9    ．− 138 ±　轡二 合f戸 し播
’
ilt蓋L恢 の 3 ．yJ 日 「「タ帚詰 12卷 12−　』

　　唱廡査！y
『
債 ：

亠
血丁長430万，血 色素7〔｝％，自ユ血球 8鑑00，

　血 小 板 15万，血 圧 130〜92【t衄  ，膀胱斌及 ） 直既飢檢査

共 に 異常な か つ た 。

　 i．，J腹所見 ： 子宮，匡1 ］ 諄，骨 畫腹膜 に結核 を思わ し め

　る 所見 ：’ま。忍め ら れ ず，」　TI
の 如 き隻 温 桑子 宮 全 勿U．rg一汀 っ

　 た 。

　 術後誇断 ： 子宮頻管拓〆 2皮

　 塩識所周、：租織学的 に 1
”
，［1，「｝平．［皮惰 で，骨 亭 リン パ 短

に 疽 「專移し 晶 め ら才　 か つ た が ， 右内腸 は リン パ 却 、詰

核節 が 発兄 され ， 叉 兩側 「忤　漁，i亥、上卵售炎 の 所 見乏撤

　し た ．子宮、烈 　i’i核エ萸化が プ漏 丶つ ∴：。

　　　　　　　　　　 ：」　　鉱

　 痞 と結核 との 関係に つ い て ｝ 19」　fi！以」ミ弖 数学者 つ 陽

で 論 さら れ て 来た．臨 脈 的に癌 と結 骸　冂
一

胖書酔 コ ）
’
k．

す 1−　・lt 極 め て 稀であ り， 兩突愚 の 間 に は拮抗的 、．しb［系

が あ る の では な い か と考えら：
’
Lて い た の で 。o る． 即 ち

18窪6年 ROkitansl〈y が所 1討 KraSentheorie を徒II昌し，

兩疾患の デ 因 と・
［奉質 つ問題 よ ｝論じ兩 1先 趣 ま体質的 に相

反す る 疾患な りと した。こ の 扎抗，t」 L に対し或着、ま黄 軌 し

或都 ；涙 対 し，種 ／t の ．
了 記が 発表 Lら れ た 。併 し20蝋 己

二 入つ て 実驗腫 努学 の ．匚 頭に 伴い ， 兩疾患 の 因不 隔係を

笑驗的に鰐明 主ん とす る試み が ：屍れた n

　 1930年　　肛
、
eutschlaender2

）

　ξま窮≒核 〔ここA≡ヨ｝『秘駐トノヨし｛二系 ζ二

廻激活性化 レて 腫湯 の 発育成長を抑制す る と述 べ ，
Hc −

ddens3） （193の も自驗例及 ご
こ
文献 に羞 い て 1

−
：譲 の 考 え

を 発．衣iして い る。

　 わか 屬では今村
’）

（冂、」12） 力 劬物大驗 に よ り結核 が悲

性 」諺腸の 発育成ほを抑刔す る こ と歪確め，こ つ 作用 ：、，請

核蕾 の 直接的作用で な く，Teuts 。h！aender や 亙｛eddenS

の 1
”

う如 く網状穐く内皮系て
・
介 して の 間1妾作用 な らんと し

て い る b

　 然 レ乍 ら癌 ．．無核との 共4∫よ面床上 決 して 少 く／、い と

云 う経驗 か ら爾 抗説 に 反対す る 学者 もゑ り，叉 迂、こ 癌と

結核 とは 素因 的 に 同
一

系統 に発 現 す べ き もの とr1呂戸 る ：）

の もあ つ た．

　如何 に して 癌と結核 が 同一
臓 喬 こ喬併す る に 至 る か の

経路 に っ い て 弘幽 1）全 く禍発的 に 甫疾 患 が　 デ｝した場

合 ， 2）粘 陳に侵 さ れて い る 臓杰 に 癌 り 蟶移潔 わ ＿！ご 場

合，
3）進 i∫・1］る癌があつ て そ 淑 ．糸 核惑染 が お き た場

合，4）千核 に 侵 さ れて い る 贓器 に癌 が 発生 ：．るJ
吻 合 亭が

考 え しれ る。3＞の J 合に 1 ｛u 筐 興液賞 が 結わ菌 の E長発

育 に 寄 撃す る か ど うが が 問遺 とな り， の の 拐
ム

にけ 授性

慰 該忙変化 赴示せ る徂織 が癌の 発上 母地 に な り易 い 傾 向

　へ有す る か ど うか カ  1「「liとな る．　 XVaHart ”〕

（1903） 女

ぴ v ．Franqu 翻 （1911） 1°：結咳　：枝 性炎症であ りそ の

刺｛教1よ 癌矯生 の 素因 、り1寸 る とJiべ て い る。

　　渚移に 関 して ：ま輪出 リ ン パ 管 が 广麼 に よ り遮断せ ら

れ れ 1よ 忍「生工翻 の 轌移 d ．方げ ⊃ れ る と唱えス 学者 も あ

　し n

　 併発が稀
1
であ

’
与の 原因 と して

t　’tBencke ：、
（181r5）

1，
’
Rekitnnsky の 説 セ 養成 して体質の 相；．L 、こ c；i）り と レ，

趣　健 博 な 体楮の 所有者 に二彡 怠　刻 ま薄弱 な 7 体：
1

貫の 入

に夕 い と違 ぺ て い ；9 ．

　 叉 ， ⊃、、ヌ cvI22） は介併例 2仇 主報告 し綜読を試みて

い る が，k、壷 ‘ の好ノ3．f二含 つ 異 る こ と よ りも 合併が 備 で

あ る 亠ぱ 蝕蒔さ れ る と述べ て い る．

　 癌と細〜又が 同
一
個篋 に合個 す る頻1

ん
こ っ い て は Luba −

rsch1  
（1888）は癌腫例 pii ／i　 JS八 「；t 、よ26％ ，非癌む例 ［

．1

結核脊併は翌 ％，叉 編核症例中の 癌腫合併ぱ 乱 4％ ，非

結転 缶 列中 の 畑種合侃 よ／L7 ％ と蘿仕 して い ろ 。

　 今村
n ）

（賑 工2）は 子慮懸恵者 謄数3103例叫読往結 ！亥合

併例は 工調 例 （5．1％），子
」
、丿JI 玉吾，卵藁裏捶 恵者 に

Ll け る 合併塊 度 干 夫・M エ20例中 155例 （エ3。8％），1002例

中 144例 （14。1％）で が ，，子露這店 彗の 方 が 低率 で あ

る と述 べ て い る。

　 鈴 江
喝

（昭 2） は 剖愈例 ｝こつ い て 覗祭 し ， 癌腫 559例

hl結 兵含佩 よ22％，丿「癌」重2工46例 rll 結核合併は 39．9％，

1、。 侠慮例 9w 例 rげ
』』
三合飢 話 2。5％，非結桜症 列1728例

中
』
ヨ唾合 tr｛、ま25．3％ と報首 して い ⊃ d

　此
A 一

丿：同一
個体 に 。しげ る合併卿 辷ご ゐ る が ， 女：k性器

に 1’け る合併頻度 に つ い て の　f巨告”
極 め て 少 い ．こ れ ：ま

甦 宿 私檬の 唯 認 が 困薙 な爲 とる ん 見   るが，之 に っ い て

〔：こ兼森等
覇

（昭28） は 子自 苫仁階 手術忌者1307ノ「1∫中 7例

（O．54％）　
〔

土累事結怯 ．一；
．
瓦，，　フ仁ホ寸

彑
 

L司 i”：子 官 ．百癌　200

例 r−P　，Lか 三、葎」（0。5％） 1 ．性暑翫 副 ズを発見 した．

　 竹盤 リン 　 l^l篇核との 介併：dl とに 反 し比［舶勹多 く，弐i−

ehte ．　 ）

（195の 、よ 子宮Th 胃手術ぜ 者 2／2鱒 ［コ 2．83％ ：，

1．＿、塑 ン ハ 節継咳 を発見 した 、こ
’1，智⊥内 ゆ器に ：：：結核性

変イu ．ヒ「，忍め られ な ／♪つ よ と
4LtAr

し∴ ハ る．　Scho 謝 細 d．r

及 び 1〈ev ” ユauerlS
〕
（1912）1嘆 子

”
£ ∫ f’術，』播 工茄 側 中

3例 （2。2％ ） ｝．F，1盤 リン パ 貞4吉杉1訌譱見 して い る．

　 猛 ．）歪生 甜位
’
a当然な が ら了 ド 　 ニ多 い が，稀 に子嘗

体i「…， 卵管癌 と桔核が合併す る 事が
’

る．Stolo’“・／sl／cy ”）

（1950） ほ 体症 と体妾隣
’．
亥 ） 合併 し∴．1例 　
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